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（
電
磁
的
記
録
）

第
八
条

法
第
二
十
条
第
四
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
記
録
は
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に

よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た

も
の
と
す
る
。

（
漁
獲
割
当
割
合
の
移
転
が
で
き
る
場
合
）

第
九
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

複
数
の
船
舶
等
に
つ
い
て
漁
獲
割
当
割
合
の
設
定
を
受
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
船
舶
等
の
間
で
漁
獲

割
当
割
合
の
移
転
を
す
る
場
合

二

漁
獲
割
当
割
合
の
設
定
を
受
け
た
船
舶
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
廃
止
し
、
当
該
漁
獲
割
当
割
合
設
定
者
の
使
用

す
る
他
の
船
舶
等
に
当
該
漁
獲
割
当
割
合
の
移
転
を
す
る
場
合

三

漁
獲
割
当
割
合
の
設
定
を
受
け
た
船
舶
等
が
滅
失
し
、
又
は
沈
没
し
た
た
め
、
当
該
漁
獲
割
当
割
合
設
定
者
の

使
用
す
る
他
の
船
舶
等
に
当
該
漁
獲
割
当
割
合
の
移
転
を
す
る
場
合

四

漁
獲
割
当
割
合
の
設
定
を
受
け
た
船
舶
等
を
借
り
受
け
、
又
は
そ
の
返
還
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
当
該
船
舶
等

を
使
用
す
る
権
利
を
取
得
す
る
者
に
当
該
漁
獲
割
当
割
合
を
譲
り
渡
す
場
合

（
漁
獲
割
当
割
合
の
移
転
の
認
可
の
申
請
）

第
十
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
漁
獲
割
当
割
合
の
移
転
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
漁
獲
割
当
割
合

の
設
定
を
受
け
る
船
舶
等
ご
と
に
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
は
、
漁
獲
割
当
割
合
の
移
転
を
し
よ
う
と
す
る
者
と
共
同
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
三
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
可
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
第
二
号

中
「
特
定
水
産
資
源
」
と
あ
る
の
は
、「
移
転
に
係
る
特
定
水
産
資
源
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
漁
獲
割
当
割
合
の
移
転
の
認
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
）

第
十
一
条

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
法
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
漁
獲

割
当
割
合
の
設
定
を
有
資
格
者
に
限
る
場
合
に
お
い
て
、
有
資
格
者
で
な
い
者
に
移
転
を
す
る
場
合
と
す
る
。

（
漁
獲
割
当
割
合
設
定
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
十
二
条

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
漁
獲
割
当
割
合
設
定
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
は
、
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
そ
の
旨
を
届
け
出
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
年
次
漁
獲
割
当
量
の
移
転
の
認
可
の
申
請
）

第
十
三
条

第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
年
次
漁
獲
割
当
量
の
移
転
の
認
可
の
申
請
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
年
次
漁
獲
割
当
量
の
移
転
の
認
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
）

第
十
四
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
管
理
年
度
に
お
い
て
法
第
二

十
五
条
第
二
項
に
違
反
し
て
特
定
水
産
資
源
の
採
捕
を
し
た
者
に
対
し
て
移
転
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
と
す
る
。

（
年
次
漁
獲
割
当
量
設
定
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
十
五
条

第
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
年
次
漁
獲
割
当
量
設
定
者
の
地
位
の
承
継

の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
漁
獲
割
当
管
理
区
分
に
係
る
漁
獲
量
等
の
報
告
）

第
十
六
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
採
捕
し
た
特
定
水
産
資
源
ご
と
に
陸
揚
げ

し
た
日
か
ら
三
日
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
水
産
資
源
の
特
性
及
び
そ
の
採
捕
の
実
態
を
勘
案
し
、
こ
れ
に
よ

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
資
源
管
理
基
本
方
針
又
は
都
道
府
県
資
源
管
理
方
針
に
定
め

る
期
間
と
す
る
。

２

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

年
次
漁
獲
割
当
量
設
定
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地
）

二

採
捕
し
た
特
定
水
産
資
源

三

漁
獲
割
当
管
理
区
分

四

設
定
を
受
け
た
年
次
漁
獲
割
当
量

五

特
定
水
産
資
源
ご
と
の
漁
獲
量

六

採
捕
に
係
る
特
定
水
産
資
源
を
陸
揚
げ
し
た
日

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

３

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信

回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が

記
録
さ
れ
る
も
の
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
異
常
若
し
く
は
保
守
点
検
又
は
報

告
す
べ
き
事
項
が
著
し
く
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
書
面
に

よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
農
林
水
産
大
臣
が
別
に
定
め
る

も
の
に
つ
い
て
前
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
年
次
漁
獲
割
当
量
の
控
除
の
方
法
）

第
十
七
条

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
年
次
漁
獲
割
当
量
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
数
量
は
、
当
該
年
次
漁

獲
割
当
量
設
定
者
が
設
定
を
受
け
た
年
次
漁
獲
割
当
量
を
超
え
て
採
捕
し
た
部
分
の
数
量
に
、
管
理
区
分
ご
と
に
資

源
管
理
基
本
方
針
又
は
都
道
府
県
資
源
管
理
方
針
に
定
め
る
係
数
を
乗
じ
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
漁
獲
割
当
量
の
控
除
を
し
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
当
該
漁
獲
割
当
割
合
設
定
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
漁
獲
割
当
割
合
の
削
減
）

第
十
八
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
漁
獲
割
当
割
合
を
減
ず
る
処
分
は
、
特
定
水
産
資
源
の
特
性
及
び

そ
の
採
捕
の
実
態
を
勘
案
し
て
資
源
管
理
基
本
方
針
又
は
都
道
府
県
資
源
管
理
方
針
に
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
行
う

も
の
と
す
る
。

２

農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
漁
獲
割
当
割
合
を
減
ず
る
処
分

を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
当
該
漁
獲
割
当
割
合
設
定
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
非
漁
獲
割
当
管
理
区
分
に
係
る
漁
獲
量
等
の
報
告
）

第
十
九
条

法
第
三
十
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
採
捕
し
た
特
定
水
産
資
源
ご
と
に
陸
揚
げ
し

た
日
か
ら
そ
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
十
日
ま
で
の
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
水
産
資
源
の
特
性
及
び
そ
の
採
捕
の

実
態
を
勘
案
し
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
資
源
管
理
基
本
方
針
又
は

都
道
府
県
資
源
管
理
方
針
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

報
告
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

管
理
区
分

三

採
捕
に
係
る
特
定
水
産
資
源
を
陸
揚
げ
し
た
日

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

３

第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
は

法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
漁
獲
量
等
の
公
表
）

第
二
十
条

法
第
三
十
一
条
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
大
臣
管
理
区
分
又
は
知
事
管
理
区
分
に
係
る
大
臣

管
理
漁
獲
可
能
量
又
は
知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
に
対
す
る
当
該
管
理
区
分
に
お
け
る
特
定
水
産
資
源
の
漁
獲
量
の
総

量
の
割
合
と
す
る
。

２

法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。




		2020-07-07T14:56:30+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




